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研究成果の概要（和文）：　我が国では殆ど研究が行われていないインド洋西域島嶼世界の民話・伝承を現地で採話・
収集し、各地域の言語や方言によるテキストを日本語に翻訳し、研究期間内に対訳形式で7巻の民話集を刊行した（セ
ーシェル2巻，マダガスカル2巻，コモロ2巻，モーリシャス1巻）。それらの民話集は現地にも還元され、セーシェル民
話集は観光・文化大臣褒賞を受賞し、コモロ民話集は本国以外に居住する移民が母国の口承伝統を知る手がかりとして
、またマダガスカル民話集は主要な方言をほぼ網羅した功績、さらにモーリシャス民話集では本研究課題が提唱したボ
ージプリー語のラテン文字への優れた転写方法などの点で高い評価を受けた。

研究成果の概要（英文）： For this study, we collected folktales and traditional literature of the islands 
belonging to the western region of the Indian Ocean, which is generally not a subject of studies in 
Japan. Over a period of 5 years, we translated the texts in the original languages into Japanese, and 
published the following 7 bilingual collections: 2 volumes of Seychellois folktales, 2 volumes of 
Malagasy folktales and traditional literature (in 5 dialects ), 2 volumes of Comorian folktales (in 2 
dialects ), and 1 volume of Bhojpuri folktales in Mauritius. These collections were also donated to the 
local people of the respective region, who regarded them highly. For instance, the Seychellois folktale 
collection was awarded a certificate of appreciation by the Seychelles Ministry of Tourism and Culture 
and a new method proposed by us (for transcribing Bhojpuri text into Latin characters, contributing to 
local researchers' awareness of the rigid corresponding relationship between sound and symbol).
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１．研究開始当初の背景 
 インド洋西域島嶼世界は我が国において
は文化人類学や歴史学以外に殆ど調査が行
われておらず、本研究課題は当該世界の民
話・伝承を主な対象として本格的な研究を行
う我が国で初めての試みである。また当該世
界の幾つかの地域ではグローバリゼーショ
ンによる生活様式の様々な変化に伴って口
頭伝統の継承が危ぶまれており、本研究課題
で収集した民話・伝承の現地への還元は文化
的国際貢献として位置付けられる。 
 
２．研究の目的 
(1) 参与調査によって民話・伝承を採録し、
各地域の個別言語によるテキストと和訳か
ら成る対訳テキストシリーズの編纂・刊行を
行い、我が国では知られていない当該地域の
民話・伝承を紹介することによって文化的な
理解を促進する。 
 
(2) 刊行された民話・伝承のテキスト集を現
地に還元することによって、口頭伝承の継承
や研究に貢献する。 
 
(3) 生物情報学モデルを援用してテキスト構
造の分析を行い、テキスト外世界の要因、例
えば人の移動や各地域の歴史的・文化的背景
などが関与している、民話・伝承の伝播及び
物語の変容についての比較研究を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) インド洋西域島嶼世界（セーシェル、マ
ダガスカル、コモロ、モーリシャス）及びそ
こから移住したディアスポラの居住地を対
象とした参与調査によって、民話・伝承の語
りを採取すると共に、各地域に残された関連
資料の収集を行う。 
 
(2) 採取されたテキストの和訳を行い、現地
の各個別言語と和訳との対訳テキスト集を
編纂する。 
 
(3) 主に和訳テキストを web上で公開する。 
 
(4) 生物情報学の各種ツールを用いて、モテ
ィーフの分布・連鎖構造を、歴史的・文化的
背景との関与性に基づいて分析する。 
 
４．研究成果 
(1) 主な成果として、対訳形式による 7 巻の
民話集（セーシェル・クレオル語民話 2 巻、
マダガスカルの主要な方言による民話 2 巻、
ンガジジャ・コモロ語による民話 1巻、ムワ
リ・コモロ語による民話 1巻、モーリシャス
のボージプリー語による民話 1巻）を刊行し
た。これらの民話集は我が国で初めて刊行さ
れた、原語テキストとその日本語対訳である。
また採話した現地の研究者や研究機関にも
還元され、以下に述べるように各地で高く評
価された。 

 
(2) 得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
①位置付け 
 ひとつの研究組織がインド洋西域島嶼世
界のまとまった民話集を刊行したことは我
が国はもとより世界でも例がなく、また当該
地域では口頭伝承の実践が様々な要因によ
って廃れつつあり、日本の研究者によるそれ
らの保存は各島嶼で高く評価された。 
 
②インパクト 
 セーシェル民話集第 1巻は、セーシェル文
化の普及に貢献したとして同国の観光・文化
大臣褒賞を受賞し、マダガスカル民話集は在
マダガスカル日本大使館関係者より現地の
国語教育に用いることを照会されたが、採録
テキストが標準マダガスカル語ではなく各
地方の方言であることから実現には至らな
かった。住民の約 70%がインドからの移民の
子孫であるモーリシャスについては、アフリ
カ系のセーシェル民話に近いモーリシャ
ス・クレオル語の民話ではなく、インド系住
民がインド本土から伝え、時にはモーリシャ
スの風土と融合させてきたヒンドゥー語系
のボージプリー語によるモーリシャス民話
を刊行し、現地のインド系住民が祖先の出身
地の文化を継承する縁として評価された。収
録した 21 編は日本語訳に加えて英語訳も収
録し、また 5編についてはラテン文字版ボー
ジプリー語テキストとデーヴァナーガリー
文字版ボージプリー語テキストを加えた 4言
語表記による対訳となっている。ラテン文字
版ボージプリー語テキストについては、転写
方式が未だ統一されていないことから研究
協力者町田が提唱した新たな転写方式が現
地の研究者に大きなインパクトを与えた。本
研究課題の成果が与えたインパクトに関し
て特筆に値するのは、コモロで最も高名な作
家・民話研究家であるサリム・ハテュブ氏を
共編者としたコモロ民話集であり、本国から
世界各地に移住した移民が母国の口承伝統
を知る契機となっている。また、当該民話集
の刊行日にハテュブ氏が急逝して国葬が行
われた際には、氏の生前の最後の編著として
本研究課題によるコモロ民話集が話題とな
り、さらに、商業出版された最後の作品に付
された著者紹介（フランス・アマゾン
http://amzn.to/24wQW68）には、氏が本研
究課題の研究協力者であったことが、研究代
表者小田と研究分担者花渕の名と共に挙げ
られている。 
 
③今後の展望 
 インド洋西域島嶼世界の文化的中心であ
りながら、既に多くの民話集が刊行されてい
るために本研究課題では民話の刊行に至ら
なかったフランス海外県のレユニオン島に
おいて、最終年度に職業的な民話の語り部
（ベテラン・若手を含めて 7名）の口演を収



録し、また語り部協会の会長に面談した際に、
当地における最近の民話の受容状況につい
て聞き取り調査を行った。その結果、かつて
は当該地域における民族の多様性と関連付
けられて民族誌の重要な資料として位置付
けられていた民話が、現在では種々の事由か
ら大学などのアカデミズムからは、音楽や舞
踊など他の伝統文化と比較して軽視されて
いることが判明した。しかしその一方で、レ
ユニオンにおいては他の島嶼とは異なり、現
在でも民話の口演は盛んに行われており、イ
ンド洋西域という同一地域におけるこの種
の文化的偏差は様々な観点から研究に値す
るものと思われる。 
 
④研究開始当初に予期していなかった事象 
 当初は、各地で採話したテキストからモテ
ィーフを抽出し、その索引を作成することを
目的のひとつとしていたが、原語テキストの
翻訳に多大な労力と時間を要したために、一
部のモティーフを抽出するに留まった。この
作業を効率よく行うには、翻訳の際に併行し
てモティーフを可能な限り抽出するための
ある種のテンプレートなどを準備する必要
があろう。 
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